
 

 

 

 

 

原文は中国語、翻訳：于寧 

 

 本論文は『轍印深深――一個偽満軍官的日記（ある満洲国軍官の日記）』に基づき、主人

公の偽軍（傀儡軍）下士官の施明儒を取り上げる。施は 1937 年から 1945 年までの間に、

偽満州国において表では偽軍の身分を持ちながらも、裏では抗日の行動を取っていた。しか

し、その行動では大局を変えられないことに極度な苦痛や抑圧、困惑の感情を覚えていた。

その心境と生活の場面を緻密に整理することを通じて、従来の民族国家の立場から被占領

地区の歴史を解釈する単一の認識パターンを超越し、日本軍の強権下での偽満州国の「協力

者」の生存状態を十分考慮したうえで、ナショナリズム的な感情の影響を強調しながらも、

被占領下での人間性の脆弱さと複雑さを明示しようとする。いわゆる「白い皮」の仮面を被

りながら、主人公は現実に対して憂患と焦慮から、受け止めと従順へという心理状態の変化

を経験し、怒り、屈辱感そして悔いなどの感情も伴っていた。これは中国東北被占領地区の

民衆の心理状態における代表的な特徴を持っていると本論文で主張する。 
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